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■看護師・助産師募集
和歌山県立医科大学附属病院では看護師・
助産師を募集しています。
※募集等詳細につきましては当大学ホームーページをご覧ください。
または下記までお問い合わせください。

公立大学法人和歌山県立医科大学 和歌山市紀三井寺 811-1
http://www.wakayama-med.ac.jp

電話：073-441-0711（事務局総務課）

広報誌「まんだらげ」の名称について
和歌山を代表する江戸時代の外科医・華岡青洲が全身麻酔薬として用い
た植物「曼陀羅華（まんだらげ）」から引用しています。花に「医」の文字を
デザインしたものは、本学の校章にも採用されています。
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高野龍神スカイラインからの風景



　平成23年6月より
感染制御部長として活
動させて頂いていま
す。感染制御には大き
く２つの目的があり、
ひとつは感染症の発生
を未然に予防すること
であり、もうひとつは
発生した感染症を制御
することであります。
院内では種々の感染症
が発生する危険性があ
り、ひとたび発生する
と患者さん及び職員に多大な損失が生じることに
なります。感染制御部は現在、医師2名、看護師3
名、薬剤師1名、検査技師2名、事務1名のチームで
構成され、標準的な予防策の徹底と、感染経路別の
対策の充実により、感染症を生じさせない為、広げ
ない為に日々活動しております。感染制御は患者さ
ん、職員の協力があってこそ成し得ます。皆様のご
協力よろしくお願い致します。

　現在、年々薬に抵抗
性を持った耐性菌が問
題となっているなか、
細菌検査室は、検査結
果をただ出すだけでは
なく、菌の検出などの
状況がいち早く分かる
部署であります。その
特徴を活かして、細菌
やその薬剤感受性の検
査結果を基に、医師・看
護師・薬剤師などと連
携をはかりながら、臨
床検査技師も感染制御チーム（ICT）の一員として院
内感染を未然に防ぐことを目的として活動してい
ます。また、細菌検査室は患者さんの材料を検査す
るだけではなく、環境検査や検査結果を基にして各
病棟の検出菌状況や耐性菌検出状況の報告なども
行っています。今後は検体採取の方法や職員への感
染対策についての教育にも携わっていきたいと
思っています。

【感染制御部】

部長 臨床検査技師 (中央検査部 細菌検査室）

南方  良章 神藤  洋次

　近畿地方で３施設目、県内では初めてとなるト
モセラピー（平成24年10月現在）が今年度導入
されます。
　トモセラピーを活用する IMRT治療は、ほぼすべ
てのがん治療に適応可能ですが、適応症例につい
ては専門医の判断が必要です。

■トモセラピーの治療方法と効果
○放射線治療機器にCT技術を統合したことで、よ
り正確な放射線治療が可能になります。

○放射口を回転させ、360度から照射することで、
正常組織への線量を軽減できます。

○他の IMRT治療機器と比べて、短時間での治療が
可能です。

先端医療機器紹介

トモセラピー（IMRT：強度変調放射線治療機器）



■病院機能評価とは
病院が提供するあらゆるサービスの質などに関し
て、全７領域で約400の評価項目について、第三者
機関の審査を受審し、全項目で一定の水準を満たし
ていると認められた病院が「認定病院」となります。

　10月に公益財団法人日本医療機能評価機構の
「病院機能評価」Ver 6.0の審査を受審しました。
Ver 5.0を平成20年1月に取得したところですが、
今回、現行の最新バージョンであるVer 6.0への認
定更新を行うこととしております。

審査風景

「病院機能評価」の認定更新について

評価対象領域
1病院組織の運営と地域における役割
2 患者の権利と医療の質および安全の確保
3 療養環境と患者サービス

4 医療提供の組織と運営
5 医療の質と安全のためのケアプロセス
6 病院運営管理の合理性
7 精神科に特有な病院機能

　新棟建設工事に伴い、病院棟東側（国体道路、紀三井寺駅側）駐輪場を閉鎖しますので、平成24年11月以降
は、病院棟西側（和歌川側）の救急外来前駐輪場をご利用いただきますようお願いします。
　ご利用の皆様にはご不便をおかけいたしますが、ご協力をお願いします。

建設工事及び駐輪場に関するお問い合わせ

新棟建設工事に伴う駐輪場移転のお知らせ

和歌山県立医科大学事務局  施設管理課

TEL：073-441-0761
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3月です。

TEL073-447-2300 

外来受付時間
・受付時間 午前8時50分～午前11時30分
・再診で予約のある方は指定時間（予約票の記載時間）
・休診日 /土曜日・日曜日・祝日・年末年始（12月29日～1月3日）

　新棟建設工事に伴う、公共交通機関をご利用
いただく方のご負担軽減のため、本院では医大
病院前停留所（西側玄関前）からJR紀三井寺駅
（西口前停留所）までの区間で無料シャトルバス
を運行します。JR紀三井寺駅を利用されてご
来院の方は、お気軽にご利用下さい。

　和歌山県立医科大学附属病院では、平成
24年11月から新棟建設工事に着手しまし
た。建設工事に伴い平面駐車場を閉鎖します
ので、駐車場の台数が減少します。病院にお
越しの際は、できる限り公共交通機関をご利
用いただきますようお願いします。皆様には
ご不便をおかけいたしますが、ご協力をお願
いします。

【工事期間】 平成24年11月上旬から

新棟建設イメージ図

本院 ⇔ JR紀三井寺駅間で無料シャトルバスの運行をはじめます

建設工事及び駐車場に関する
お問い合わせ
和歌山県立医科大学事務局 
施設管理課

【運行期間（予定）】
平成24年11月15日から平成26年3月末までの
月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）

【運行時間】 右表のとおり

●大学病院 無料シャトルバス 運行時刻表

※所要時間は約6分です
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新棟建設工事に伴う駐車エリア縮小のお知らせ

立体駐車場への経路

平成26年3月まで（予定）

TEL ： 073- 441- 0761


